
 

 
                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

                        

  
 

                        
 

 

 
 

   
 

 
 

                     
 

 
 

 

  

コ
ラ
ム 

 

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
日
頃

よ
り
オ
イ
ス
カ
の
活
動
に
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
３
月
は
新
た
な
節
目

を
迎
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
と
共
に
、
よ

り
充
実
し
た
活
動
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
２
０
２
６
年
１
月
９
日
か
ら
１７
日
に
か

け
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
訪
問

の
目
的
は
、
訪
日
研
修
生

O
B

・OG

の
皆
さ
ん
が
現

在
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
の
調
査
と
激

励
、
ス
カ
ブ
ミ
研
修
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
カ
ラ
ン
ガ
ニ
ア

ル
研
修
セ
ン
タ
ー
の
視
察
、
さ
ら
に
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
現
場
確
認
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
し

た
。 ど

の
現
場
も
財
政
的
に
厳
し
く
、
人
材
も
限
ら
れ

た
状
況
の
中
で
、
ス
タ
ッ
フ
が
懸
命
に
活
動
を
続
け

て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
私
た
ち
自
身
も
、
よ

り
関
心
を
寄
せ
、
協
力
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
強

く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
現
地
で
中
心
と
な
っ
て

活
動
を
支
え
て
い
る
の
は
４０
代
か
ら
６０
代
のO

B

・

O
G

の
方
々
で
あ
り
、
海
外
の
現
場
で
も
若
い
世
代
の

ス
タ
ッ
フ
確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
「オ
イ

ス
カ
の
研
修
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
必
要
だ
」と
の
声
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
訪
問
に
は
、
国
内
セ
ン
タ
ー
の
副
所
長
３

名
と
本
部
職
員
２
名
が
同
行
し
、
今
後
の
オ
イ
ス
カ

の
在
り
方
に
つ
い
て
大
い
に
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
２
月
上
旬
か
ら
は
、
各
セ
ン
タ
ー
に
新
研
修

生
が
入
国
し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
で
平
和
な
世
界

を
築
く
人
材
へ
と
成
長
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
引
き

続
き
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筑
田
明
生 

新
研
修
生
が
入
所
し
ま
し
た 

 
 

       
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

今
後
も
、
農
業
技
術
お
よ

び
生
活
技
術
の
習
得
を
通
じ

て
、
国
際
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
と
し
て
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
、
職
員
一
同
、
全

力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
温
か
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 

筑
田
明
生 

 

サミタ 

（スリランカ） 

ラキブ 

（バングラデシュ） 

プニタ 

（インド） 

ヨエル 

（マレーシア） 

ファニ 

（メキシコ） 
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中 部 Ｎ Ｏ Ｗ 

２
０
２
６
年
度
の
新
規
研
修
生
が
無
事
入
国
し
、
オ
イ
ス
カ
中
部
セ
ン
タ
ー
に
て
研
修

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。 

農
業
一
般
コ
ー
ス
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・イ
ン
ド
・ス
リ
ラ
ン
カ
・

マ
レ
ー
シ
ア
、
家
政
コ
ー
ス
に
メ
キ
シ
コ
か
ら
計
５
名
を
迎
え
、
さ
ら
に
２
年
目
の
先
輩
研

修
生
５
名
を
加
え
た
、
計
１０
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
生
が
母
国
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
志
を
胸
に
、
日
本
で
の
学

び
に
真
摯
に
取
り
組
む
姿
勢
は
、
セ
ン
タ
ー
に
新
た
な
活
力
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

 



 

 

  
 

 

                           

                            

  
 
 

 

    

 

                      

                            

 

則
定
小
学
校
と
の
交
流 

 

２
月
４
日
、
豊
田
市
立
則
定
小
学
校
の

学
芸
会
を
研
修
生
が
参
観
し
ま
し
た
。
豊

田
推
協
梅
村
清
春
会
長
が
鈴
木
正
三
顕

彰
会
会
長
で
も
あ
り
、
同
校
が
毎
年
鈴

木
正
三
を
学
芸
会
で
演
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
梅
村
会
長
を
通
じ
て
ご
招
待
い
た
だ

き
ま
し
た
。
５
・６
年
生
が
演
じ
る
鈴
木
正

三
の
活
躍
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
教
室
で
交

流
会
・
給
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
交
流

会
も
研
修
生
へ
の
質
問
が
た
く
さ
ん
飛
ん

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
豊
田
市
の
偉
人

を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
杉
裕
一
郎 

 
 

フ
ラ
ン
シ
ス
さ
ん 

研
修
修
了 

 

 

 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル 

 
１
月
３１
日
（
土
）
、
中
部
電
力
と
共
催
し
て
、
第
１４
回
フ

ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
野
県
・
奈

良
県
・
静
岡
県
な
ど
遠
方
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
、
２２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

森
林
の
働
き
・土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
事
例
・
人
工
林
拡

大
の
歴
史
・
間
伐
の
必
要
性
・
企
業
やN

P
O

法
人
と
の
連
携

な
ど
の
紹
介
や
、
間
伐
体
験
、
榊
の
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し

た
。 ま

た
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
に
よ
る
自
然
と
人
間
が
一
体

と
な
る
交
流
に
よ
り
、
自
然
へ
の
親
近
感
を
感
じ
る
ゲ
ー
ム

も
体
験
し
ま
し
た
。 

オ
イ
ス
カ
豊
田
推
協
幹
事 
大
嶋
雅
樹 

 

 
 

 
 
 
 

 

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

   

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム
の
鋤
柄
雄
一
社
長

よ
り
、
中
古
の
軽
ワ
ゴ
ン
車
を
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
で
通
算
５
台
目

（軽
ト
ラ
ッ
ク
３
台
、
軽
ワ
ゴ
ン
２
台
）の

ご
寄
付
と
な
り
ま
す
。
い
た
だ
い
た
車

両
は
い
ず
れ
も
農
業
研
修
に
活
用
し
て

お
り
、
日
々
の
運
営
を
支
え
る
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
軽
ワ
ゴ
ン

車
も
、
研
修
生
が
畑
へ
通
う
際
の
移
動

手
段
と
し
て
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
鋤
柄
社
長
を
は
じ
め
、
ト
ヨ

タ
フ
ァ
ー
ム
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筑
田
明
生 

農
業
指
導
員
コ
ー
ス
で
２
年
間
、
中

部
セ
ン
タ
ー
で
学
ん
だ
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
フ
ラ
ン
シ
ス
さ
ん
が
帰
国
し
ま
し

た
。
裏
表
が
な
く
、
い
つ
も
穏
や
か
な
性

格
で
、
職
員
や
研
修
生
か
ら
の
信
頼
も

厚
い
、
素
晴
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
で
し
た
。 

彼
の
故
郷
で
は
民
族
間
の
争
い
が
続

き
、
治
安
が
悪
い
た
め
、
し
ば
ら
く
帰

郷
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
そ
う
で
す
。 

そ
れ
で
も
、
ど
こ
に
い
て
も
持
ち
前
の
粘

り
強
さ
で
前
に
進
ん
で
く
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。 

筑
田
明
生 



 

 愛
知
県
議
員
団 

オ
イ
ス
カ
の
会 

 
 

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
視
察
訪
問 

  

                
 

 

       
 

 

      

                  
 

 
 

  
 

           

              
 
 
 
 

 
 
 
 
 

    
 

    
 
 

 

  
 

 

         

           
 

                  

 

そ
の
後
、
研
修
セ
ン
タ
ー
を
視

察
し
て
、
オ
イ
ス
カ
Ｏ
Ｂ
研
修
生

か
ら
活
動
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
第
二
次
大
戦
の

激
戦
地
で
、
戦
跡
の
あ
る
博
物

館
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。
帰
国

前
に
、
日
本
大
使
館
に
も
寄
り
、

望
月
寿
信
大
使
と
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。 

森
田
惣
一 

令
和
８
年
１
月
２５
日
か
ら
３１

日
ま
で
、
神
野
博
史
県
議
会
議

員
と
中
根
義
髙
県
議
会
議
員
を

柱
と
し
て
、
オ
イ
ス
カ
研
修
セ
ン

タ
ー
と
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
６

人
。
ま
ず
、
東
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
州

知
事
と
懇
談
し
て
、
親
日
家
で

あ
り
、
オ
イ
ス
カ
に
も
協
力
を
頂

い
て
い
る
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。 

                     

 

 

 

 

 

  

１・２月 研修生の活動  レニ 

今年のトマトを播種 

堆肥を作るための落ち葉集め 

初めて雪を見ました！みんな大喜び！ 



 

 愛
知
県
支
部
幹
事
会
を
開
催 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
冬
募
金
の
お
礼
と
報
告 

  
 

   
 
 

 

                        

                            

                             

           

書
き
損
じ
は
が
き 

黒
田
啓
介
（名
古
屋
市
） 

 

寄
付
品 

福
田
香
緒
里
（豊
田
市
） 

小
池
牧
場
（豊
田
市
） 

株
式
会
社 

山
信
商
店
（豊
田
市
） 

内
藤
欣
憲
（豊
橋
市
） 

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会

社
（名
古
屋
市
） 

中
山
純
二
（豊
田
市
） 

鈴
木
英
之
（豊
田
市
） 

大
嶋
雅
樹
（豊
田
市
） 

神
野
重
行
（名
古
屋
市
） 

ギ
ハ
ン
（
豊
田
市
） 

三
井
酢
店
（阿
久
比
町
） 

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム
（
豊
田
市
） 

ア
ラ
ハ
コ
ー
ン
（ス
リ
ラ
ン
カ
） 

遊
都 

株
式
会
社
（豊
田
市
） 

加
藤
み
つ
子
（豊
田
市
） 

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム
（
豊
田
市
） 

福
岡
武
宏
（豊
田
市
） 

清
水
孝
紀
（豊
田
市
） 

 

更
新
会
員
名
簿
（６
６
６
／
７
７
９
） 

安
城
（
７
４
／
９
０
）
株
式
会
社 

杉
浦
時
計

店
、
蟹
江
隆
司
、
川
澄
敏
雄
、
神
谷
清
隆
、
ス

ギ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

株
式
会
社 

岡
崎
（
２
４
／
２
６
）
中
根
義
高
、
株
式
会
社 

林
成
宜
商
店
、
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
南
部
電
装 

有

限
会
社
、
小
林
ひ
ろ
み
、
明
保
澄
雄 

尾
張
一
宮
（２
／
３
）HA

R
S
O
N

O
 

刈
谷
（
３
２
／
３
５
）
刈
谷
市
役
所
、
吉
川
久

喜
子
、
外
山
鉱
一
、
株
式
会
社 

依
佐
美
、
株

式
会
社 

だ
る
ま 

豊
田
（
１
６
７
／
２
０
３
）
大
河
内
鋭
造
、
平
松

正
樹
、
野
中
慎
吾
、
鈴
木
英
之
、
須
賀
育
代
、

佐
藤
鋹
弘
、
永
田
岳
志 

名
古
屋
（
４
９
／
５
６
）
ウ
ー
マ
ン
ス
タ
ッ
フ 

株

式
会
社
、
筒
井
タ
カ
ヤ
、
名
港
海
運 

株
式
会

社
、
株
式
会
社 

朋
優 

名
古
屋
北
（２
７
／
３
３
）
神
谷
幸
輔 

名
古
屋
西
（
９
／
１
３
）
中
川
あ
つ
し
、
熊
丸
美

智
江 

名
古
屋
南
（
１
５
／
１
３
）
井
上
知
足
、

S
O
R
G
H

U
M

 
E
A

R
T

H
 
C
R
E
A

T
E

、
中
野
公

雄
、
小
柳
津
初
男 

西
尾
（
２
３
／
２
６
）
丸
洋
建
設 

株
式
会
社
、

や
ま
と
旅
館
、
西
尾
市
校
長
会 

丹
羽
（
６
０
／
６
６
）
株
式
会
社 

酒
井
建
築
、

協
栄
産
業 

株
式
会
社
、
生
興 

株
式
会
社 

碧
南
高
浜
（
３
６
／
４
５
）
小
林
晃
三
、
旭
鉄

工 
株
式
会
社 

セ
ン
タ
ー
（
３
４
／
４
７
）
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ

ジ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

株
式
会
社
、
ス
ズ
ケ
ン
グ

ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
、
松
本
尚
人 

（一
月
末
ま
で
掲
載
） 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

原
田
写
真
館
（豊
田
市
） 

 

ベ
ル
マ
ー
ク 

株
式
会
社 

山
信
商
店
（豊
田
市
） 

原
田
写
真
館
（豊
田
市
） 

 

２
月
１４
日
（
土
）
、
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
愛
知
県
支
部
幹
事
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
役
員
１９
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
議
題
は
、
次
年
度
オ
イ

ス
カ
デ
ー
の
開
催
で
す
。
会
議
冒
頭
、

光
岡
会
長
よ
り
令
和
８
年
度
方
針
が

示
さ
れ
、
日
本
一
の
オ
イ
ス
カ
デ
ー
を

開
催
す
る
べ
く
抜
本
的
に
改
革
し
た

い
旨
の
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
開
催

に
つ
い
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
・
目
的
、
準
備

か
ら
運
営
方
法
ま
で
支
部
役
員
の
衆

知
を
集
め
た
う
え
で
、
４
月
の
幹
事
会

（
総
会
）
で
意
見
集
約
を
図
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

そ
の
ほ
か
、
６
月
に
会
員
増
強
月
間

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
や
豊
橋
推
進

協
議
会
設
立
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

支
部
事
務
局
長 
河
合
秀 

１２
月
１
日
～
１
月
３１
日
ま
で
恒

例
の
冬
募
金
運
動
が
オ
イ
ス
カ
全
体

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
被
害
や
ス
リ
ラ
ン

カ
洪
水
被
害
な
ど
で
現
地
研
修
セ
ン

タ
ー
に
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、
多
く

の
会
員
様
か
ら
御
心
配
を
い
た
だ
き
、

オ
イ
ス
カ
全
体
で1,000

万
円
を
超
え

る
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
中
部

日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
研

修 

修
に
必
要
な
軽
ワ
ゴ
ン
車
を
購
入
す

る
た
め
に
募
金
を
呼
び
掛
け
た
と
こ

ろ
、
87
件
、1,442,445

円
の
募
金
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付
件
数
は

全
国
１
位
、
寄
付
金
額
は
全
国
２
位

で
し
た
。
今
回
も
多
く
の
会
員
様
に
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
杉
裕
一
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